
治癒証明書 
 

 

学校名    真地小学校       

         

         年  組 

   氏名                

 

疾病名                          

 

 

上 記 の 児 童 は 病 気 が 治 癒 し て お り  

他 へ の 感 染 も な く 登 校 し て も よ い こ と を  

証 明 し ま す 。  

 

 

 

 

平成  年  月  日 

 

病院名                  

 

医師名                  印 

 

那覇市医師会・那覇市教育委員会 共通様式 



 

学校において予防すべき感染症の種類及び出席停止期間 

種 疾 病 名 出席停止期間 

 

 

第1種 

 

・エボラ出血熱 ・クリミアコンゴ

出血熱 

・痘そう・南米出血熱・ペスト 

・マールブルグ病・ラッサ熱 

・急性灰白髄炎・ジフテリア・ＳＡ

ＲＳ 

・鳥インフルエンザ（Ｈ5Ｎ1） 

  

 

治癒するまで 

 

 

 

 

 

 

 

第2種 

・インフルエンザ 

(鳥インフルエンザを除く） 

発症した後 5日を経過し，かつ解

熱した後 2日（幼児にあっては，3

日）を経過するまで 

 

 

 

病状により

学校医その

他の医師に

おいて感染

のおそれが

ないと認め

たときは、こ

の限りでは

ない。 

 

・百日咳 

特有の咳が消失するまで又は 5日

間の適正な抗菌性物質製剤による

治療が終了するまで 

・麻疹（はしか） 解熱した後 3日を経過するまで 

 

・流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 

耳下腺，顎下腺又は舌下腺の腫脹

が発現した後 5日を経過し，かつ，

全身状態が良好になるまで 

・風疹（三日はしか） 発疹が消失するまで 

・水痘（みずぼうそう） すべての発疹がかさぶたになるま

で 

・咽頭結膜熱（プール熱） 主要症状が消失した後2日を経過

するまで 

・結核 

・髄膜炎菌性髄膜炎 

 

病状により学校医その他の医師において感染のお

それがないと認めるまで 

＊第 2 種と第 3 種の感染症は、学校において流行

を広げる可能性が高い感染症です。 

 

第 3

種 

・流行性角結膜炎・急性出血性結膜

炎 

・腸管出血性大腸菌感染症・コレラ 

・細菌性赤痢・腸チフス・パラチフ

ス 

・その他の感染症 



 


